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こま じ め ここ

e?L

肝多 包 虫症(hepa七ismuitilocularechinococcosis)は エ キ ノコ ック

ス症 の名称 の も とに、50年 前 に最初 の患 者が 礼文 島 出身 者 か ら発 見 され

て以来 、 わ が国 で は北海 道 に特 有 の寄生 虫症 と して知 られ て きた。現 在 ま

で に礼 文 島 関係 者 か ら約130名 、根室 ・釧路 地方 を中心 に北 海道 各 地か

ら約120名 の患者 が発 見 され て いるが 、その うち現在 も存命 な の は10

0名 程度 に過 ぎず 、致命 率 の 高 い疾患 と して恐 れ られ て い る。人 の多 包 虫

症 は きわめ て慢 性的 な経 過 を辿 り、 自覚症 状 が現 れ てか らで は診断 が決定

されて も治療 は難 し く、死 亡 す る例が 多 い。最 近 で は流 行 地住 民 の 問 に多

包 虫症の 存在 が よ く知 られ る よ うにな り、集 団検 診 も しば しば実 施 さ れ る

ため 、症 状 の発 現 す る前 に患 者 を発見 す る機 会が 増 え、 それ に伴 って治療

が奏 効 した と思 わ れ る症例 も増加 して い る。 しか し、 た とえご く初期 に診

断 が確定 して も、現 状 で は侵 襲 の大 きい肝切 除 の施行 が不 可 欠で 、患 者 に

は深刻 な負 担 とな って い る。 この ため早 期発見 の必要 性 が強 調 され る とと

もに、手術 以 外の 早期 治 療法 の達 成 が急 務 とな り、 この 研究 が 開始 された。
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研 究 成 果
a

① 初年度 においては、現在入手しうる有望な抗包虫症治療剤 として、

メベンダゾール、アルベンダゾール、エバメクチン、プラジカンテルな ど

十数種類の薬剤 を選び、実験感染動物(チ ャイニーズハムスター、 ラッ ト、

コ トンラッ ト)を 用 いて、治療実験を試みた。動物 に多包虫原頭節を接種

し、続 いて治療剤 を腹腔内に注入 し、3-4カ 月飼育 した後、剖検 し、対

照 と比較 した。 メベ ンダゾール投与例 では、形成されたシス ト塊の重量は

対照の5%以 下で、かな り有効 と考えられ、病理組織学的にも明 らかな発

育阻害が認め られた。 しか し、萎縮 した多包虫組織 を健康な動物 に接種す

ると、やがて巨大な包虫シス トが形成 されたので、完全な殺滅作用はない

と判定 した。アルベンダゾ.__.ルは著効な く、他の薬剤は無効であった。

② 人の肝多包虫症 に類似 した実験動物モデル としてラッ トを用 い、上

腸間膜静脈内への原頭節接種に より感染 させ、メベンダゾールなどの薬剤

を経口投与 して治療実験を行 った。その結果、メベンダゾールのみに包虫

発育阻止効果 を認めたが、これは不完全で、病理組織学的にも包 虫に顕著

な損傷はない。以上の ような動物モデル による肝多包虫症の治療実験の結

果か ら、薬剤 による早期治療で、十分な効果を期待するのは困難な ことが

明 らかになった。

③ 酵素抗体法 による多包虫症診断法 を確立 し、反応の陽性 と疑陽性の

判定基準 を設定 した。これを実験感染動物 における薬剤治療効果の判定に

応用 した。 メベンダゾールで治療 した動物 においては抗体価の上昇が、対

照 に比べて遅延 した。また疫学調査 としての住民の集団的検査および人の

個別的な診断 にも有用であることを確かめた。

◎●
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④ 次年度においては、放射線照射 による多包虫症治療の可能性 を追求

した。感染後20日 の胚層 と角皮層か らな る無原頭節性包虫に5,000～

55,000RのX線 を照射 し、 これを実験動物の腹腔内へ移植 して4カ 月後に

剖検 した。照射量が35,000R以 下 では包虫は顕著な影響を受けな いことが

判明 した。45,000R以 上を照射 されると発育が阻害 され、萎縮変性 した。

この包虫を電子顕微鏡によ り観察すると胚層細胞が崩壊 していた。

⑤ 高温処理による多包虫への影響を調べた。感染後14日 の無原頭節

性の包虫を用い、44、46お よび/・ ℃に120分 間保温 した後、動物

に接種 して、その発育能力を検討 した。46℃ 以上で処理 した包虫は死滅

したが、44℃ では原頭節を持つ正常な包虫へ発育 した。温熱療法は悪性

腫瘍の治療に試み られているが、多包虫は温度抵抗性が強いため、 これを

多包虫症治療 に応用す ることは困難であることが判明 した。

⑥ オース トラリア産の 肉牛 から単包虫を分離 し、動物接種によって継

代に成功 した。無原頭節性単包 虫か らの分離成功例 としては初めてのもの

である。今後は多包虫症のみな らず単包虫症の治療実験 も可能 となった。

⑦ これ までに報告され た日本国内の多包虫症例 を文献的にで きる限 り

検索 し、治療の実態と予後の関係 を検討 した。

δ ρ』
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お わ り ここ

この研究の 目的 は、多包虫症の早期診断法を確立 し、内科的療法によっ

て完全な治癒を達成することであった。早期診断に関しては、免疫学的検

査法、腹部超音波検査、CTな どの方法で、自覚症状が発現 する前の、ご

く初期 の患者においても診断 を確定することが可能 となった。 しか し治療

に関 しては、内科的療法にも有効な方法があると報告されているものの、

その効果は不完全で、根治療法と しては病巣部の外科的切除以外に適切な

方法はない。この研究で行 った実験でも薬剤、放射線、温熱処理のいずれ

によっても多包虫を殺滅することが困難であることが実証された。

多包虫症の克服の ためには、手術以外の有効 な治療法の開発が最 も望ま

れ るが、 これを早急に実現す ることは非常 に困難である。そこで、我 々は

次善の策 として、感染予防法 を確立するための疫学調査に着手 した。まず

感染経路と、感染のハイリスクグループの実態を追求す ることが急務であ

ると考え、媒介動物 と濃密な接触 が予想される狩猟家、毛皮業者、酪農家

における多包虫症抗体保有率 を調査 し、その研究成果の一部 は参考資料に

掲載 した。

北海道 における多包虫症 の流行地は、最近急速 に拡大 しつつあ り、それ

に伴 って、患者の増加が予想 されているが、推進すべき予防対策 を立案す

るには具体的な感染経路についての知識があまりにも不足 している。今後

は人への感染経路を遮断 するために、多包虫症の疫学的研究を広範 な地域

にわたって推進 してゆ くことを計画 している。

嚇

嚇
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【資 料 】

日本 におけ る人 多包 虫症 例 に関 す る文 献集
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多 包 虫 症 は 北 海 道 に お け る最 も重 要 な人 畜 共 通 寄 生 虫 疾 患 で あ る。 最 近 、

本 症 の 原 因 と な る多 包 条 虫 の分 布 域 が 急 速 に道 内 全 域 に広 が り つ つ あ り、

各 地 で 終 宿 主 の 狐 や 犬 か ら成 虫 が 、 中 間 宿 主 の 野 鼠 や 豚 か ら幼 虫 型 で あ る

多 包 虫 が 確 認 さ れ て い る。 こ の 異 常 な 事 態 の 原 因 は 不 明 で あ るが 、 分 布 域

の 拡 大 と と も に多 包 虫 症 患 者 の 増 加 が 憂 慮 さ れ て い る。 新 た な 患 者 の 発 生

を 防 ぐた め に は、 各 症 例 に つ い て 詳 細 な疫 学 的 検 討 を行 な い 、 感 染 の 危 険

因 子 を解 明 して い か な け れ ば な らな い。 しか し、 患 者 に つ い て の 資 料 は乏

し い の が 現 状 で あ る。 そ こで 我 々 は 日本 に お け る人 多 包 虫 症 例 に関 す る文

献 集 を作 成 し た。 文 献 は 「原 著 」 、 「学 会 報 告 」 、 「総 説 」、 「そ の 他 」

の 項 目 に分 け、 そ れ ぞ れ発 表 年 代 順 に一 連 番 号 で 整 理 した 。 多 包 虫 症 は包

虫 症 も し くは エ キ ノ コ ック ス症 と の み記 載 さ れ る こ とが 多 く、 単 包 虫 症 と

の 区 別 が 必 ず し も明 確 で は な い 。 特 に学 会 報 告 に判 別 が 困 難 な場 合 が あ り、

そ の よ うな 例 は 省 略 し た。 な お 、 明 らか に単 包 虫 症 で あ る文 献 は 全 て 除 外

した 。 ま た、 同 一 症 例 が 原 著 と 学 会 報 告 に み られ る場 合 は 、 原 著 を 優 先 さ

せ 、 学 会 報 告 は省 略 した 。 原 著 が 存 在 せ ず 、 学 会 報 告 で 重 複 が あ る場 合 は

最 も詳 し い 記 載 を 優 先 させ 、 他 は省 略 した 。 「総 説 」 、 「そ の他 」 の項 目

に は 患 者 に つ い て の具 体 的 な情 報 が 得 られ る文 献 を採 択 し、 一 般 的 な解 説

や 治 療 、 診 断 等 に つ い て の文 献 は省 略 した 。 採 録 した文 献 は1926～1984年

ま で の もの で 、 総 数 は103で あ る。
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原 著

1)桂 島忠 良:東 北 地方 二 於 ケル狗 条 虫嚢包 二就 テ 、東 北医 学雑 誌ll,245-285,

1926.〔3症 例 が記 載 され て い るが、 その内2例 を多房性 嚢 包虫 と して い る。

第1例:男 性 、39歳(1921年 死 亡時)、 農業 、宮城 県在 住。寄 生 臓器 は肝臓

肺 、大 脳(剖 検 で確認)。 第2例:男 性 、76歳(1924年 死亡 時)、 農 業 、宮

城 県在 住 。寄生 臓 器 は肝 臓(剖 検 で確認)。 著 者所 属:東 北 帝 国大学 病理学

教 室 〕

2)桂 島忠 良:人 体 えひ の こっ くす嚢包 二就 テ、 日本病 理学 会会 誌16,286-292,

1928.〔 原 著1の3症 例 を再 記 載 し、1例 を追 加 して い るが、 これ は典型 的

な多包 虫症 とは考 え られ ない。 〕

3)角 田育 之 他2名:本 邦 にて最 近 に到 り経 験 せ られた る定型 的肝 多房 性 「エ

8)促

E

響

研

A

9)金

1{

出

臓

大

10)荒

ヒ ノ コ ッ ク ス 」 の 一 治 験 例 、 グ レン ツ ゲ ビ ー トll,1093-llOO,1937.〔 女y〔

性 、28歳(1936年 生 存 時)、 主 婦 、北海道 小樽 市在 住 。寄生 臓器 は肝臓(手 し

術 で確 認)。27歳 の 頃 か ら腹 部 膨満 感 を認 め て いた。後 に この女 性 は北 海道 肝

礼文 島 出身 で あ る こ とがわ か り、礼 文島発 生例 の第1例 とな る。著者所属:潟

北海 道 帝 国大学 医学部 有 馬 内科 〕ll)佐

4)今 裕:本 邦 に て最近 治 験 せ られ た る定型 的肝 多房性 エ ヒノコ ックスに就い32'

て.(青 木 徹 、三 上二 郎 、角 田育之 氏業 績)、 日本 病 理学 会誌27,622一 後=

624,1937.〔 原 著3の 症例 を ドイツ語 で再記 載。著 者所 属:北 海道帝 国大 る1

学 医学 部病 理学 教 室 〕 部(

5)仁 保 三 四次 他2名:肝 臓多 房性 胞 虫症の 一例 、新 臨床3,60-62,1948.12)安1

〔男 性 、29歳(1946年 死 亡 時)、 職 業不 明、北 海道在 住 。出 身 は礼文島。寄 献頃

生臓 器 は肝 臓(剖 検 で確 認)。21歳 の頃 か ら腹 痛 と腹 部 膨満感 を認めていた。 者(

瀦 所属:北 海猷 学医学部病理学教室〕0い 考

6)戸 澤 策 郎 他2名:多 房 性包 虫症 の一 例 、新臨 床3,62-63,1948.〔 男 性 、 所F

43歳(1948年 死 亡 時)、 漁業 組合 書記 、北 海道 礼文郡 香深村 在住。寄 生臓器13)安lt

は肝 臓(剖 検 で 確 認)。35歳 の 頃か ら右季 肋部 の腫瘍 を認 めてい た。著者 所 病題

属:北 海 道大 学 医 学部 病理 学 教室 〕 漁彗

7)久 米 井安 雄 他1名:肝 エ ビノコ ックスの1症 例、東北 医学 雑誌47,536一 は朋

537,1953.〔 男 性 、39歳(1952年 生存 時)、 農業 、宮 城県在 住(?)。 戦 時中 愛`ヲ

は北 支 で軍務 に服 し(1941)、 キ スカ島(ア リューシ ャン列 島)に 駐留 して 青籍

い た(1942-1943)。 寄 生臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。33歳 の 頃か ら肝腫大 を 黄疸

認 め て い る。そ の後 の 経過 につ いて は不 明。 著者所属:東 北大学 医学 部武藤 第3

外科教 室 〕 は肝
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8)佐 藤 光永 他1名:青 森 に原 発 した多房 性 包 虫症 エ ヒノコ ック スに つ いて、

≧85,日 本医事 新蝦1536,3849-3850,1953.〔 女性 、25歳(1953年 死亡 時)、 農

いる。 業 、青森 県中 津軽郡 大浦 村 在住 。県 外旅行 歴 な し。 寄生 臓 器 は肝臓(剖 検 で

肝臓 確認)。23歳 の頃 か ら心窩 部 に腫 瘤 を認 め て いた。 著者 所属:弘 前 大学 医 学

、宮 部病 理学 教室 〕

理学9)金 島 正一 他1名:肝 臓 多胞 性包 虫症 の一 例 、新 潟 医学 会雑 誌68,265-268,

1954.〔 男性 、34歳(1953年 生存 時)、 農 業 、新 潟県 在 住。 戦 時中 は千 島 に

292,出 征 し(1944-1945)、 戦 後 は シベ リアに抑 留 され て い る(1945-1947)。 寄 生

型 的 臓 器 は肝臓(手 術 で確認)。 その 後の経 過 に つ いて は不 明。 著者 所属:新 潟

大学 医学 部鳥 飼内科 教室 〕

「エ10)荒 井奥 弘:多 房性肝 臓包 虫嚢 腫の1例 、新 潟 医学 会雑 誌69,293。295,1955.

〔女 ■ 〔男性 、3。歳(1954年 生存 時)、 警察官 、 新潟 県 在住.戦 時 中 は千 島 に出征

i (手 し(1943-1945)、 戦後 シベ リア に抑留 され て い る(1945-1946)。 寄生 臓器 は

:海道 肝 臓(手 術 で確認)。 そ の後 の経過 につ いて は原 著20に 記 載 。著 者所 属:新

1属:潟 大学 医学 部桂 内科教 室 〕

ll)佐 藤 勝 己 他5名:多 房性 エ ヒノコ ック ス症 の1剖 検例 、 札幌 医学 雑 誌8,

二就 い327-331,1955.〔 女性 、39歳(1950年 死 亡時)、 主 婦(?)、 北 海道 在住 。 生

322一 後24年 間北 海道礼 文郡船 泊村 に居 住 し(1912-1936)、 移 住後2回 帰 省 して い

r国 大 る(1937-1939
,1942)。 寄生 臓器 は肝臓(剖 検 で確 認)。37歳 の頃 か ら上腹

部の 腫瘤 を認 め てい た。著者 所属:札 幌 医科 大学 内 科学 教室 〕

48.12)安 田壮十 郎 他4名:多 房性 肝包 虫症 の1剖 検 例 と本邦50報 告 例 に お け る文

a
a。 寄 献 的考察 ・ 臨床消 化器病 学4,74-78,1956.〔 原 著8の 症例 の再 記 載 。患

じい た 。 者の家 の飼 育 犬 を剖 検 し、包 虫の 成虫 と思 わ れ る虫 を確認 した と記 載 され て

● いるが・服 写真の融 の体長はIOmmな ので・明 らかに誤同定である・瀦
昌性 、 所属:弘 前大学 医学 部松 永内 科教室 〕

セ臓 器13)安 倍 弘 昌 他7名:青 森県 に発 生 した多 房性 エ ヒノコ ック ス症 の3例 、 日本

審者 所 病 理学 会会 誌46,100-108,1957.〔 第1例:男 性 、34歳(1953年 死 亡 時)、

漁 業 、青森 県西津 郡在 住 。 カムチ ャッカ方面 に行 った ことが あ る。 寄生 臓 器

,536一 は肝臓(剖 検 で確 認)。33歳 の 頃 か ら上腹 部 に圧 迫 感 が あ った。肝 切 除術 を

戦時 中 受 け たが・術 後27日 で死亡 。第2例:男 性 、33歳(1956年 死 亡 時)、 農 業 、

留 して 青 森県 南津軽 郡尾上 町 在住 。寄生 臓器 は肝 臓(手 術 で確 認)。32歳 の 頃か ら

腫大 を 黄疸 を認 め て いた。肝臓 の病 巣部 位 を試験 切 除 され たが 、手術 の 翌 日死 亡 。

部武 藤 第3例:男 性 ・31歳(1957年 死亡 時)、 青 森県 弘 前市 駒越 町在 住 。寄 生臓 器

は肝臓(剖 検 で確認)。28歳 の頃 か ら上 腹 部膨 満 感 、黄疸 を認 め て い た。牌

匿
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摘 出 術 を受 け たが 、術後5日 で死 亡 。著者 所属:弘 前 大学 医学 部病 理学教室〕

14)福 田 守 道 他9名:肝 包 虫症 の2剖 検 例 、札 幌 医学 雑誌12,306-309,1957.

〔第1例:男 性 、31歳(1957年 死 亡 時)、 漁 業 、北 海道 礼 文郡 礼文 村在住。

寄 生 臓 器 は肝 臓 、肺(剖 検 で確認)。28歳 の 頃 か ら右 季肋 部 の腫瘤 を認めて

い た。 第2例:男 性 、57歳(1956年 死 亡 時)、 土工 夫 、北 海道 在住(?)。 新

潟 県 佐 渡郡 出 身 で あ るが、 その後 の詳 細 な生活 歴 は不 明。寄 生 臓器 は肝臓(

剖 検 で 確認)。 著者 所属:札 幌 医科大 学内 科学 教 室 〕

15)宇 野 広 治:多 房 性 エ ヒノコ ックス症 の3例 並び に角 皮のPAS染 色 に よる補見、

臨 床 消 化器 病 学8,507-509,1960.〔3症 例 を記 載 して い るが、 その内1

例 は原 著8と 同 一症 例。 第1例:男 性 、42歳(1955年 生 存 時)、 農業 、青森

県 南 津軽 郡 尾 上 町在 住。寄 生臓 器 は肝 臓(生 検 組 織 で確 認)。 その後 の経過

につ いて は不 明 。第2例:女 性 、57歳(1956年 生 存 時)、

軽 郡大 鰐 町 在 住 。寄 生臓 器 は肝臓(手 術で 確認)。 慢性 胃炎 、胃下垂 の診断

で 開腹 術 を受 け た が、 この時 、肝臓 の腫 瘤 が発 見 され た。 その 後の経過 につ

いて は不 明 。 著者 所属:弘 前大 学 医学 部第 一病 理 学 教室 〕

16)市 川公 穂:北 海道 礼文 島 の多房 性Echinococcus症 につ いて 、特 にそ のGenus,

Speciesお よびLifeCycleの 考察 、 北 海道 立 衛 生研 究所 報12,85-108,

1961.〔 第1例:男 性 、21歳(1952年 死 亡 時)、 職業 不 明、 北海 道旭川市在

住 。生 後16年 間 、北海 道礼 文郡 に居 住 して い た。寄 生 臓器 は肝 臓(剖 検 で確

認)。20歳 の 頃 か ら黄 疸 が出現 して いた。第2例:男 性 、30歳(1952年 生存

時)、 職 業 不 明 、北海 道礼 文郡 香深 村在 住 。寄 生臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。

29歳 の 頃か ら肝腫 大 を認 めて い た。そ の後 の経 過 に つ いて は不 明。第3例:

女性 、45歳(1952年 生 存 時)、 主婦(?)、 北海 道 礼 文郡 香深村 在住。寄生臓

器 は肝 臓(手 術 で確認)。

歳(1953年 生存 時)、 職業 不明 、北 海道 礼 文郡 香 深 村在 住。寄 生臓器は肝臓

(手 術 で確 認)。20歳 の 頃か ら上腹 部 の腫 瘤 に気 付 いて いた。その後の経過

に つ い ては 不 明。 第5例:女 性 、39歳(1954年 死 亡 時)、 漁業 、北海道礼文

郡 香 深 村 在 住 。寄 生臓 器 は肝臓(剖 検 で確認)。38歳 の 頃か ら黄疸 が出現 し

て い た。 第6例:女 性 、31歳(1959年 死 亡 時)、 主婦 、北 海道稚 内市在住。

生 後19年 間 、北 海 道礼 文郡 香深 村 に居住 して い た。寄 生臓 器 は肝臓(剖 検で

確認)。23歳 の頃 に肝 腫大 を認 め て いた。 第7例:男 性 、16歳(1953年 死亡

時)、 北 海道 岩 見沢 市 在住 。生 後14年 間、新 潟 県 直江 津 に居 住 して いた。寄

生臓 器 は肝臓(剖 検 で確認)。15歳 の 頃か ら肝腫 大 を認 め て いた。著者所属:1

北 海 道 立 衛 生研 究 所 〕
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学教室 〕17)福 田良 平 他2名:多 房性 エ ヒ ノコ ッ クス症の 一例 、 小樽 市医 事研 究 会誌

,1957・10,96-99,19Ei3.〔 男性 、67歳(1962年 死 亡時)・ 無 職(?)・ 北海 道在 住。

在住 。 礼 文島 で漁 業 に従 事 して い た(1932-1936)。 寄 生臓 器 は肝臓 と肺(剖 検 で確

認め て 認)。66歳 の 頃 か ら右 季 肋部 の腫瘤 を認め て い た。 著者 所属:市 立小 樽病 院

?)。 新 内科 〕

肝臓(18)愼 哲 夫:肝 包 虫症例 につ いての 反省 、治 療45,1684-1692,1963.〔 男性

50歳(1963年 生 存時)、 事務 員、 宮城 県石 巻 市在 住 。戦 時 中 は千島 に出 征 し、

る補 見 、 戦後 は シベ リアに抑留 され て いた(1945-1948)。 寄生 臓 器 は肝臓(手 術 で確

の 内1認)。48歳 の 頃 か ら右季 肋部 の腫 瘤 を認め て い た。49歳 時 に精査 の ため 人院

、青森 し、開 胸 、 開腹 術 を受 け る。肝臓 に腫瘍 が発 見 され た が、摘 出 不能 で あ った。

の経 過50歳 時 、再 手術 を受 け るが 、その 後 の経 過に つ いて は不 明 。著者 所 属:東 北

舗 津?大 学医学部愼外科〕

:の 診断19)谷 内 昭 他6名:肺 、牌 、腹膜 お よび 卵巣 等 に広 汎 な転 移 を認 め た肝包 虫

i過につ 症 の1剖 検 例 、 札幌 医学 雑誌28,62。67,1965.〔 女性 、52歳(1964年 死亡

時)、 主 婦(?)、 北 海道 礼文 郡礼 文 町船 泊村 在 住。 寄生 臓 器 は肝 臓 、肺、脾

)Gems,臓 、横 隔 膜 、腹 膜 、卵巣(剖 検 で確 認)。47歳 の 頃か ら腹 部腫 瘤 を認 め てい

35-108,た 。著 者 所属:札 幌 医科 大学 内科 学 第1講 座 〕

隻川市 在20)木 下 康民 他8名:多 房 性肝 包 虫症(エ ヒノコ ック ス症)の2例 、肝 臓6,

咀検 で確309-313,1965.〔 第1例:女 性 、48歳(1964年 生 存 時)、 主 婦 、長 野県 在

2年 生 存 住 。過 去 に 山梨 県 に住 ん だこ とが あ る。 寄生 臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。47

r確 認)。 歳 の 頃 か ら全身 倦怠 感 が現 れ て いた。 その後 の 経過 につ いて は不 明 。第2例:

43例:原 著10の 症 例 の その後 の経 過 につ いて 記載
。1954年 に一 時退 院 し・ 復職 した

寄生 臓 が 、ll年 後 の41歳 時(1964年)に 死亡 。著 者所 属:新 潟大 学 医学 部 木下 内科〕

階は肝臓

麦の経過

毎道礼文

が出現 し

市在住。

(剖 検で

53年 死亡

いた。寄

著者所属:

9性・23◎21)山 本恵子 他7名:根 室市 ここ発生 した多房性肝包虫症の小朋 ・臨床小児医

学14,268-272,1966.〔 女性 、7歳(1966年 生 存時)、 北 海道 根室 市在 住。

寄 生 臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。 本症例 は 日本 にお け る多 包 虫症 の 最年少 例

で あ り、根 室 地域 で多 包条 虫 の分 布が 確認 さ れ る契機 とな った例 で あ る。そ

の後 の 経過 に つ いて は学会 報告36に 記 載。 著者 所 属:北 海道 大学 医学 部小 児

科学 教 室 〕

22)泉 周 雄 他1名:脳 包 虫症 の1例 、外科 診療9,735-738,1967.〔 女性 、

46歳(1966年 生 存時)、 主婦(?)、 東 京都 品川 区 在住 。 戦時 中 に長 野県 上田

市 に6ヶ 月間 疎 開 した こ とが あ る。寄 生臓 器 は大 脳(手 術 で確 認)。38歳 時

に右 横 隔膜 膿瘍 の手術 を受 けて お り、 これ が原 発 病巣 と も考 え られ る。 著者

所 属:国 立東 京 第2病 院脳 神経 外 科〕

「
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23)新 田一 雄 他5名:多 房 性 肝包 虫症の2例 につ いて、外 科30,615-618,1968.

〔第1例:男 性 、32歳(1965年 生 存時)、 農業 、北 海道 根室 市 在 住 。23歳 ま

で高知 県 に住 み、 以後 根 室市 に移 住す る。 一 時、北 海道 旭川 市 に 住ん だ こ と

もあ る。寄 生臓 器 は肝 臓(手 術 で 確認)。 その後 の経 過 に つ いて は不 明。 第

2例:男 性 、54歳(1966年 生 存 時)、 漁 業 、北海 道根 室 市在 住 。寄 生 臓器 は

肝臓(手 術 で確 認)。48歳 の頃 か ら上腹 部 の腫瘤 を認め て い た。 その 後の経

過 につ いて は不 明 。著 者所 属:釧 路 労災 病 院〕

24)千 葉 豊 昭 他3名:脳 包 虫症 の一 手 術経験 例 、脳 と神経20,829-835,1968.

〔女性 、33歳(1966年 死 亡 時)、 主婦 、北 海 道礼文 郡礼 文 町船 泊村 在 住 。患

者 の父 方 の祖 父 と叔 父 が肝 多包 虫症 で死 亡 し、同胞4人(患 者 は第3子)の

うち第4子 が肝多 包 虫症 の 診断 を受 けて い る。寄生 臓器 は肝臓 、 腎臓 、肺 、

大 脳 、小脳(剖 検 で 確認)。30歳 の 頃か ら頭痛 、 吐 き気 を認め て いた。 著者

所 属:札 幌 医 科大 学脳 神 経 外科 〕

25)中 畠 健 他3名:多 房 性 包 虫症 の一例 、新潟 県立 病院 医学 会 誌16,65-66,

1968.〔 男 性 、47歳(1966年 死 亡 時)、 会 社員 、新 潟県 在住(?)。 戦 時中 は

千 島へ 出征 して いた。 寄生 臓 器 は肝 臓(剖 検 で確 認)。40歳 の 頃か ら右季 肋

部 が腫脹 して い た。著 者所 属:新 潟 県立 吉 田病 院〕

26)柿 崎善 明 他4名:多 房性 肝 多 包 虫症(Echinococcosis)の1例 、秋 田県医

師会 雑誌20,150-154,1968.〔 男性 、58歳(1967年 死亡 時)、 農業 、秋 田

県在 住(?)。 樺 太 に居住 し(1924)、 カムチ ャッカで漁 業 に従 事 した ことが

あ る(1945)。 戦後 は シベ リアに抑留 されて いた(1945-1947)。 寄 生臓 器 は

肝臓(死 後剖 検 の許 可 が得 られ ず、生 検針 で 肝臓 の組織 を採 取 し、確認)。

樺太 、 カムチ ャ ッカ、 シベ リアの いずれ かが 感染地 と推定 され て い る。著 者

所属:公 立米 内沢 総 合病 院 〕

27)岡 田 徹 他4名:多 房 性 肝包 虫症の1例 、 旭川市 立病 院医誌1,51-53,

1968.〔 男 性 、47歳(1968年 死 亡 時)、 漁 業 、北海 道礼 文郡礼 文町 香 深村 在

住。寄 生臓 器 は肝臓(剖 検 で確 認)。45歳 の 頃か ら軽度 の黄疸 が 出現 してい

た。 著者所 属:旭 川市 立 病 院 内科 〕

28)臼 坂祥 三 他4名:7年7ヶ 月 に亘 って経 過 を観察 し得 た肝包 虫症 の1剖 検

例 、青 森県 立 中央病 院医 誌14,508-512,1969.〔 男性 、44歳(1969年 死 亡

時)、 職 業 不明 、青森 県 在 住(?)。1944年 頃北 千島 で軍用 犬の 飼育 係 を して

いた。寄 生臓 器 は肝臓 、 肺 、 大脳 、小脳(剖 検 で確認)。37歳 の頃 か ら肝腫

脹 がみ られ た。 感染 地 は千 島 と推定 されて い る。 著者所 属:弘 前大 学 医学部

松 永内科 教室 〕
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29)三 輪 栄一:肝 包 虫症 の一 例 、北海 道 医学雑 誌44,105-107,1969.〔 女 性 、

38歳(1954年 生 存時)、 主婦(漁 業)、 北 海道 礼 文郡 香深村 在住 。寄 生 臓器

は肝臓(肝 臓 の生 検組 織 で は多包 虫 を証明 で きな か ったが 、肝腫 大 と血 清学

的な 陽性結 果 で 確認)。 その 後の 経過 に つ いては不 明 。本 文献 は発 表年 と症

例 の記 載年 代 に 大 きな隔 た りが あ る。 著者所 属:北 海道 大学 医学 部 第1内 科

教室 〕

30)鈴 木 正司:肝 包 虫症 の一例 、 中通病 院医 報11,440-451,1970.〔 男性 、36

歳(1970年 死 亡時)、 印 刷工 場勤務 、秋 田県 在住 。県 外居 住歴 な し。1966年

頃に北 海道 根室 市 へ10日 間ほ ど旅行 した ことが あ り、毎年 、根 室 か ら送 られ

る魚 の干物 等 を食 して いた。 寄生臓 器 は肝臓 、腎 臓(剖 検 で確 認)。 単 房性

包 虫症 と記 載 されて いるが、 組織 の附属 写真 は多 包 虫で あ る。32歳 の頃 か ら

■ 肝腫脹 を認めていた.瀦 所属:中 通病院胃腸科〕

31)加 固紀 夫 他2名:多 房性 肝包 虫症 に対 す る外 科 的治療 の経 験 、 外 科 治療

23,477-481,1970.〔 女性 、35歳(1967年 生 存時)、 主婦 、青 森県 北 津 軽郡

中里町 在住 。県 外居 住歴 な し。寄 生臓 器 は肝臓(手 術 で確認)。 その 後 の経

過 に ついて は学 会報 告29に 記 載 。著者 所属:弘 前大 学第1外 科 教室 〕

32)渡 部義 一一:多 房性 包虫症 の一 例 新潟 地方 報告4症 例 の文献 的 考察 、 県 立癌

セ ン ター新 潟病 院 医誌9,237-242,1970.〔 男性 、49歳(1970年 死亡 時)、

農業 、新潟 県在 住(?)。 中千 島松 輪島 で兵 役 に服 し(1944-1945)、 戦後 は シ

ベ リアに抑 留 され て いた。寄 生臓 器 は肝臓 と肺(剖 検 で確認)。48歳 の 頃 か

ら黄疸 と肝 腫大 を認 め て いた。著 者所 属:県 立癌 セ ン タ ー新 潟病 院第1内 科 〕

33)石 崎 允 他5名:腎 多包 虫症 の1例 、 臨床泌 尿器 科28,419-423,1974.

〔女性 、34歳(1973年 生 存時)、 主婦 、宮城 県仙 台市 在住 。24歳 まで青 森 県

c青 森市で生活 していた・寄生臓器は腎臓(手 術で確認)・ 本症例は日本 にお
け る原 発性 腎多 包 虫症の 最初 の例 で あ る。 その後 の経過 につ いて は不 明 。 著

者所 属:東 北 大学 医学 部泌 尿器 科学 教室 〕

34)斎 藤清 子 他3名:多 房性 肝包 虫症 の一 剖検 例、 山形県 医師 会 会報282,20・

23,1975.〔 男性 、50歳(1971年 死 亡 時)、 大工 、 山形 県在 住(?)。 満州 に

居 住(1940-1941)、 千 島 に出征(1943-1945)、 シベ リアに抑 留(1945-1947)

等の居 住歴 があ る。寄 生臓 器 は肝臓(剖 検 で確 認)。 黄 痘が 出現 した後 、11

ヶ月 で死 亡。著 者所 属:鶴 岡市 立荘 内病 院病理 科 〕

35)矢 崎康 幸 他6名:肝 肺痩 を伴 い特 異なERCP像 を呈 した多包 性 肝 エ ヒノ

コ ック ス症 の1例 、Gastroenterologicalεndoscopy21,999-1006,1979.

〔男性 、58歳(1978年 生存 時)、 農業 、北 海道網 走 市在 住。 兵役 で 北千 島 占

7
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守 島 に駐 留 した ことが あ る(1943-1945)。 根室 市 へ数 日旅 行 して い る(1968)。

寄 生 臓 器 は肝 臓(手 術 で確 認)。49歳 の 頃か ら軽度 の 黄疸 が 出現 して いた。

感 染 地 は北 千 島 と推 定 され て い る。 その 後の経 過 につ いては 不明 。著 者所 属:

旭川 医科大 学 第 三 内科 〕

36)吉 村 裕 之 他4名:CasereportofEchinococcusmultilocularisinfec-

tionfromthemid-westernprovinceofjapan.Internationaljournal

ofZoonoses6,111-ll4,1979.〔 女性 、62歳(1978年 死 亡 時)、 主婦(農

業)、 福 井県 坂井 郡 坂井 町在 住 。県 外居住 歴 な し。寄生 臓器 は肝臓(剖 検 で

確認)。 死亡 の1年 前 に肝腫 大 を認 め てい た。 著者所 属:金 沢大 学 医学 部寄

生 虫学 教 室 〕

37)中 村 光成 他7名:気 管 支結 核 を疑 がわ れ た肺 多房性 包 虫症 の1例 、 日本胸

部 臨床39,946-952,1980.〔 女性 、55歳(1979年 生存 時)、 主婦 、北海道

タ 張 郡長 沼 町在住 。小樽 市 に生 まれ 、北海 道内 を転 々 と引 っ越 して いるが、

礼 文 島 や根室 ・釧 路 地方 で の居 住歴 、 も し くはそれ らの地域 へ の旅 行歴はな

い。 寄生 臓器 は肺(手 術 で確 認)。50歳 の 頃か ら血癌 を認 め て いた。その後

の 経 過 につ いて は不 明 。著者 所属:札 幌 医 科大学 第3内 科学 教室 〕

38)前 山史 郎 他6名:多 包 性肝 包 虫症(エ ヒノコ ック ス症)の 一例 、聖 マ リア

ンナ 医 科大学 雑誌8,388-394,1980.〔 女性 、36歳(ail年 生 存時)、 主

婦 、 神 奈川 県在 住 。北海 道根 室市 に生 まれ 、22歳 まで同 市 に居 住 。幼少 期 よ

り犬 を飼育 して いた。寄 生臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。35歳 の頃 か ら心窩 部

膨 満 感 が出現 して いた 。そ の後 の経過 に ついて は不明 。著 者所 属:聖 マ リア

ンナ 医科 大学 第2内 科 〕

39)上 村 良一 他4名:閉 塞 性黄 疸 にて 発症 した肝 包 虫症 の1例 、画像診断3,

271-275,1983.〔 男 性 、62歳(1981年 生存 時)、 職 業不 明 、富 山県在住(?)。

戦 前 、 戦中 は カ ラフ ト、満州 で生 活 し、戦 後 は ソ連 に抑 留 さ れて いる(1945

-1949) 。寄生 臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。58歳 の頃 に一一時 的 な黄疸 を認めて

い た。 その後 の経 過 に つ いては不 明 。著者 所属:金 沢大 学 医学 部放射線 科〕

40)秋 山建児 他9名:画 像 診断 が有 用 で あった多 包性 肝包 虫症 の3例 、腹 部画

像 診 断5,65-71,1985.〔 第1例:女 性 、44歳(1984年 死 亡 時)、 主婦 、

北 海 道根 室市 在 住 。寄生 臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。39歳 の頃 か ら肝臓の腫

大 を認 めて いた。第2例:女 性 、68歳(1983年 生存 時)、 主婦 、北海 道旭川

市 在 住 。13歳 か ら31歳 まで樺 太 および満州 に居 住 して いた。 寄生 臓 器は肝臓

(手 術 で確 認)。63歳 の頃 か ら心窩 部痛 が出現 して い た。 その後 の経過 につ

いて は不 明 。第3例:男 性 、72歳(1983年 死亡 時)、 無職 、北海道 旭川 市在
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住。 戦 前 は北 朝鮮 で生活 し、戦後 は満州 と シベ リアに抑 留 され て い る(1945

-1947) 。 寄 生臓 器 は 肝臓(手 術 で確 認)。71歳 の 頃 か ら下腿 の 浮腫 や 貧血 を

認め て い た。 著者 所属:旭 川 医科 大学 第2内 科〕

4D高 橋 昭 博 他3名:青 森県 で原 発 した多包 虫症 の1例 、 寄 生 虫学 雑誌34,

509-512,1985.〔 男性 、52歳(1985年 生 存時)、 農 業 、青 森県 上北 郡 東北

町 在 住。 静 岡 県 三島 市に出 生 して 以来 、東 京都 、北 海 道 函館 市 、秋 田県 男鹿

市 、青 森県 上北 郡 六 ヶ所村 に居 住歴 があ る。海 外渡 航歴 はな い。 寄 生臓 器 は

肝 臓(手 術 で 確認)。50歳 の頃 か ら右季 肋部 痛 が出 現 して いた。 そ の後 の経

過 につ いて は不 明。 著者所 属:弘 前大学 医学 部寄 生 虫学 教 室 〕

42)高 木 知敬 他11名:ヒ ト肝多包 虫 巣のCottonrat腹 腔 内へ の分 離 、北 海道

外 科雑 誌30,217-221,1985.〔 男性 、29歳(1985年 生存 時)、 酪 農業 、北

◎ 海道野付郡別海町在住。自宅周囲に狐などの野性動物が頻繁に出現する。寄

生 臓 器 は 肝 臓(手 術 で確 認)。28歳 の 頃 か ら右 背 部 痛 が 出 現 して い た 。 そ の

後 の 経 過 に つ い て は 不 明 。 著 者 所 属:北 海 道 大 学 医 学 部 第1外 科 〕

43)大 西 健 児 他2名:IsolationoflarvalEchinococcusmultilocularis

byinjectionofinfectedhumanhepatictissuehomogenateintothe

Chinesehamster.ZeitschriftfurParasitenkunde?1,693-695,1985.

〔女 性 、32歳(1984年 生 存 時)、 主 婦 、 北 海 道 旭 川 市 東 鷹 栖 町 在 住 。 生 来 、

旭 川 市 に 居 住 し、 海 外 旅 行 歴 は な い 。 寄 生 臓 器 は 肝 臓(手 術 で 確 認)。 そ の

後 の 経 過 に つ い て は 不 明 。 著 者 所 属:旭 川 医 科 大 学 寄 生 虫 学 教 室 〕
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1)牧 野 直 孝 他1名:肝 多 房性 「エ ヒノコ ックス」 ノー 例 、 北 海道 医学 雑誌

21,1331-1332,1943.〔 女 性 、36歳(年 代不 明 、生 存 時)、 主 婦 、北 海道

礼 文郡 在住 。 寄生 臓器 は 肝臓(手 術 で確認)。 そ の後 の経 過 に つ いて は不明 。

著者 所属:稚 内協 会病 院 〕

2)松 谷 裕之 他1名:肝 エ ヒ ノコ ッ クス症 の 一症 例 、 岩手 医 学雑 誌8,100,

1956.〔 女性 、42歳(年 代 不 明、 生存 時)、 主 婦(?)、 青 森県 三 戸郡 在住 。

寄 生 臓 器 は肝 臓(手 術 で確 認)。 その後 の経 過 に つ いて は不 明。 著者 所属:

岩手 医 科大 学 外科 〕

3)奥 村 隆 他3名:肝 包 虫症の1剖 検例 、 日本消 化 器病 学 会雑 誌56,53,

1959.〔 男 性 、36歳(年 代 不明 、死 亡時)、 職業 不 明 、北海 道 在住(?)。 北

海 道礼 文 郡 に居 住歴 があ る。寄 生臓 器 は肝臓(剖 検 で確 認)。 著者 所属:北

海 道大 学 医学 部 高杉 内 科〕
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4)西 村 昭 男 他4名:肝 硬 変症 を合併 した肝 肺包 虫症 、 日本 外科 学 会北 海道 地

方会 誌6,44,1960.〔 性 別 、 年齢 、職 業 不 明。 北海 道 礼文 郡 在住 。寄 生臓

器 は肝臓 、肺(剖 検 で確認)。 著者所 属:北 海 道 大学 医学 部 第1外 科 〕

5)石 井克 太 郎 他2名:肝 包 虫に よ る巨大肝 臓 嚢腫 例 、秋 田県 医師 会雑 誌13 ,

62-63,1961.〔 男 性 、49歳(年 代 不明 、生 存 時)、 職業 不 明 、秋 田県 在 住(

?)。 カム チ ャ ッカ方面 へ出稼 に行 った こ とが あ る。 寄生 臓 器 は肝 臓(手 術 で

確 認)。45歳 の頃 か ら黄 疸 を認 め て いた。 そ の後 の 経過 につ いて は不 明 。著

者 所属:秋 田県 立 中央病 院外 科 〕

6)園 部栄 一 他2名:多 房 性肝 包 虫症 の二 例 とThymol療 法 の経 験 、 日本 消化

器病 学会 雑誌58,547,1961.〔 女性 、61歳(1960年 死亡 時)、 北海 道稚 内

市在 住(?)。 礼文 島 に生後43年 間 居住 歴 が あ る。寄 生 臓器 は肝 臓(剖 検 で確

認)。2症 例 が記 載 され て い るが、1例 は原 著16と 同一 症 例 で あ る。著者所

属:市 立 稚内 病院 〕

7)市 川公 穂 他1名:多 房 性Echinococcus症 の1剖 検例 と本症 の わ が国 にお

け る発 生状 況 につ い て、臨床 病 理11,44-45,1963.〔 男性 、37歳(1962年

死 亡時)、 漁業 、北 海道 礼文 郡 礼文 町在 住 。寄 生臓 器 は肝臓 、肺(剖 検 で確

認)。32歳 の頃 か ら黄疸 を認 め て いた。 著者 所 属:国 家公 務 員共済 組合 連合

会 斗南病 院 〕

8)吉 友 睦彦 他1名:肝 包 虫嚢腫 の1例 、 日本外 科学 会 雑誌65 ,98,1964.

〔女性 、56歳(年 代不 明 、生存 時)、 主婦(?)、 富 山県在 住(?)。36歳 の頃

か ら数 年 間北 海道 礼文郡 に居住 して いた。寄 生 臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。

その後 の経 過 につ い ては不 明。 著者 所属:富 山県 黒部 厚 生病 院外 科 〕

9)堀 井 渉 他2名:肝 包 虫症 の1例(針 生検 診断)、 日本 内科 学会雑 誌53,

1208,1964.〔 男性 、63歳(年 代 不明 、生 存 時)、 漁業 、富 山県魚津 市在住。

千島、 北海 道北 見市 等 に居 住 歴 が あ る。寄生 臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。 そ

の 後の経 過 に つ いては学 会報 告18に 記載 。 著者 所属:富 山労 災病 院内 科〕

10)早 川光 久 他1名:青 森 県 に おけ る包 虫症 、 寄 生 虫学雑 誌14 ,676,1965.

〔男性 、49歳(1958年 死 亡時)、 農 業 、青森 県 在 住。 中 国 に居住歴 が ある(

1937-1939)。 寄生 臓 器 は肝臓(生 検 で確 認)。 神経 症状 の 悪 化 で死亡 した た

め ・脳 に も病 巣 が あ った と推定 され て い る。 著者所 属:青 森 県 立中央病 院第

3内 科〕

lI)佐 藤勝 夫 他2名:肝 エ ヒ ノコ ック スの 一治験 例 、 福島 医学 雑 誌16,481-

482,1966.〔 性 別 、年 齢 、職業 不 明 、福島 県在 住(?)。 寄 生臓 器 は肝 臓(手

術 で確 認)。 その後 の経 過 に つ いて は不明 。著 者所 属:公 立綜 合磐 城 共 立病

彫
町

L
信

る
属
蹴
剖
商
宍.
大
妬

本
海
副
海
渡
、跡
住

編

嘱

縮

釧
蟹

畿

灘

繍

1

1

3

　

　

J

-

-

10

-



一

地

臓

馬

(

で

著

化

内

確

所

お

年

確

合

.

)

'

一
膨

'
聾

一
「

4

頃

①,

)

0

5 3,

t住 。

そ

965.

る(

たた

院第

弓1-

(手

立病

院〕

12)ヒ 田英雄 他10名:肝 エ ヒ ノコ ック ス症 の1例 ・ 日本 消化 器病 学 会雑 誌64,

1267-1268,1967.〔 男性 、35歳(年 代不 明、 生存 時)、 職 業不 明 、東 京 都在

住(?)。 北 海 道利 尻島 出 身 とな って い るが、礼 文 島の 誤記 載 であ る と思 われ

る。寄 生臓 器 は肝 臓(手 術 で 確認)。 その 後 の経 過 につ いて は不明 。 著者 所

属:東 京 大学 医学 部 上田内 科 〕

13)上 野 和之 他2名:Echinococcosismultilocularis(多 房性 包 虫症)の1

剖検 例 、医学 の あゆ み65,443-111,1968.〔 男性 、56歳(1966年 死 亡時)

商業 、 東京 都在 住。軍 隊生 活 を宮 崎県 で1年 間過 ご した以 外 は東京 に居 住 。

寄生 臓器 は肝臓 、肺 、小脳 、胃 リンパ節(剖 検 で確 認)。51歳 の頃 か ら肝 腫

大 を認 めて い た。著者 所属:東 京 医科 歯科大 学 医学 部病 理学 教室 〕

の14)石 田祐 一 他8名:小 脳転 移 を来 た した肝Echin。c。ccus症 の1剖 検 例 、 日

本 内科学 会 雑誌58,753,1969.〔 男性 、57歳(1968年 死亡 時)、 漁 業 、 北

海 道礼文 郡 礼文 町船 泊村 在 住 。新 潟県 出身 。寄生 臓器 は肝臓 、小 脳 、横 隔 膜 、

副 腎(剖 検 で確 認)。56歳 の 頃か ら歩行 が困 難 にな って い た。著 者所 属:北

海 道大学 医学 部 白石 内科 〕

15)真 木 常雄 他3名:肝 エ ヒノコ ック ス症(道 本 型)の1例 、 日本 内科 学 会 雑

誌58,772,1969.〔 女 性 、46歳(1969年 生存 時)、 主婦 、 北海 道釧 路 市 在

住(?)。26～42歳 まで北 海道 根室 市 に居住 。寄 生臓 器 は肝 臓(生 検 で確 認)。

42歳 の頃 か ら肝 腫大 を認 め て いた。 その後 の経 過 に つ いては不 明 。著 者 所 属:

釧 路鉄 道病 院 内科 〕

16)満 谷夏樹 他1名:多 房 性肝 包 虫症 の1例 、 日本 内科学 会 雑誌59,158-159,

1970.〔 男性 、30歳(1969年 生存 時)、 職 業不 明 、大 阪府藤 井 寺市 在 住 。18

c歳 まで北海道根室市に居住・寄生簾 こま肝臓(手 術で確認)・22歳 の頃か ら
肝腫 大 を認め て いた。 そ の後 の経 過 につ いて は不明 。著 者所 属:大 阪厚 生 年

金病 院内 科〕

17)柏 村勝 利 他5名:包 虫症 の1剖 検例 、寄 生虫学 雑誌20,57,1971.〔 男

性 、58歳(年 代不 明 、死亡 時)、 職 業 不明 、岩 手県在 住(?)。 戦 後 ソ連 に抑

留 され て いた(1945-1950)。 寄 生臓 器 は肝臓(剖 検 で確b)。57歳 の 頃 か ら

黄疸 を認 め て いた。著 者所 属:岩 手 医科 大学 海藤 内科 〕

18)堀 井 渉:肝 ・肺包 虫症 の1例 、 日本 内科学 会雑 誌60,52,1971.〔 学 会

報 告9の 症 例 のそ の後の経 過 につ いて記 載。7年 後 で70歳 に な るが、 生 存 し

て い る。 肺 に転 移巣 と思 われ る陰影 を認 め て いる。著 者所属:富 山労 災病 院

内 科 〕
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19)関 野 壮 他4名:多 房性 肝 包 虫症 の1例 、 日本内 科学 会雑 誌60,645,1971,

〔男性 、56歳(1970年 生 存時)、 職 業 不明 、東 京都 在住 。戦 時 中は千 島へ出

征 した が(1943)、2ヶ 月 で内地 送 還 され て い る。寄 生臓 器 は肝臓(手 術 で

確 認)。 そ の後の 経過 につ いて は不 明 。著者 所属:東 京大 学 医学 部物療 内科 〕

20)高 山和 夫 他4名:肝 癌 を疑 わ れ た包 虫症 の1剖 検例 、 日本病理 学会 会誌

60,178-179.1971.〔 男性 、45歳(年 代 不 明、死 亡 時)、 大工 、岩 手県大 船

渡 市在 住 。戦 時中 は満州 へ 出征 し、 戦後 は ソ連 に抑留 されて い た(1945-1950)。

北 海道 網走 市 、北 見市 な どへ 出稼 に行 った こ とがあ る。寄生 臓 器 は肝臓 、肺

(剖 検 で確 認)。44歳 の頃 か ら黄疸 を認 め てい た。著 者所属:岩 手 医科大学

病 理学 第一 講 座〕

21)加 賀 谷常英 他9名:多 房 性 肝包 虫症 の1例 、 日本内 科学会 雑 誌61,816-

817,1972.〔 男性 、47歳(1971年 死 亡 時)、 職業 不 明 、岩 手 県在住(?)。
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戦時中は千島咄 征 し、轍 はシベ リアζこ抑留 されている.寄 生臓器は肝臓、r瀕27)漣

肺(剖 検で 確認)。45歳 の頃 か ら黄 疸 を認 め てい た。著者 所属:岩 手医科大

学 第一 内科 〕

22)中 村 達 他4名:巨 大 な肝 包 虫症 の1例 、 日本 臨床外科 医学 会雑誌35,

585,1974.〔 男 性 、24歳(1974年 生存 時)、 職業 不明 、東京 都在住(?)。

18歳 まで北海 道根 室市 に居 住 し、18歳 時に受 診 したエ キ ノコ ックス症住民検

診 で疑 陽性 と判定 され、 精密検 査 を受 けた が、 異常 はな か った。寄生 臓器 は

肝臓(手 術 で確認)。23歳 の 頃 か ら右季 肋部 が硬 いこ とに気付 いて いた。そ

の後 の経 過 につ いて は不 明。 著者所 属:慶 応 大学 医学 部外科 〕

23)清 田 昌英 他9名:早 期 に黄 痘 を きた した肝包 虫症 の一例 、 肝臓16,917,

1975.〔 女性 、33歳(1974年 生 存時)、 主 婦 、北海 道根室 市在 住。寄生臓器

は肝 臓(手 術 で確 認)。32歳 の 頃 か ら黄疸 を認 め てい た。その後の経過 につ

いては不 明。 著者所 属:北 海 道 大学 医学 部第 二 外科 〕

24)島 田泰栄 他7名:肝Echinococcus症 の5例 、 日本 内科学会 雑誌64,685,

1975.〔1965～1974年 に経 験 した症 例の 発表 。内2例 は原著23と 同 一症例 で

あ る。第1例:女 性 、51歳(年 代 不 明 、生存 時)、 主婦(?)、 北海 道釧路 ・

根 室 地域 に在住 。寄 生 臓器 は肝 臓(手 術 で確認)。 その 後の経 過 につ いては

不明 。第2例:男 性 、33歳(年 代 不 明、 生存 時)、 職業 不明 、北 海道釧 路 ・

根 室 地域 に在住 。寄 生臓 器 は肝 臓(肝 腫 大 お よび 血清診 断 で確 認)。 その後

の経 過 につ いては不 明 。第3例:女 性 、40歳(年 代 不 明、生 存時)、 主婦(

?)、 北 海道 在住(?)。 寄 生臓 器 は肝 臓(肝 腫大 で確 認)。 その後 の経過 につ

いて は不 明。 著者所 属:釧 路労 災病 院 内科 〕
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25)桜 井 豊 他12名:術 後8年 目に肺転 移 を きた した肝 エ ヒノコ ックス症 の1

例 、 日本 消化器 病学 会雑 誌72,901,1975.〔 学 会 報告llの 症例 と同 一例 と

考 え られ るが、確実 で はな い。男 性 、51歳(年 代 不 明 、生 存時)、 職 業不 明 、

福島 県在 住(?)。 北 海道 礼文 郡 に居 住 した こ とが あ る。寄生 臓器 は肺(放 射

線診 断 お よび 血清 診断 で確認)。 そ の後 の経 過 に つ いて は不明 。 本症例 は 単

房性 エ ビ ノコック スと記載 され て い るが、礼 文 島 と関係 が あ るの で多包 虫症

と して扱 った。 著者所属:い わ き共 立病 院内 科 〕

26)南 田 猛 他5名:多 包性 肺包 虫症 の1例 、 日本 臨床 外 科医 学 会雑誌39,

1021,1978.〔 男性 、47歳(年 代不 明 、生存 時)、 酪農 業 、北 海 道野付 郡 別

海 町在 住。18歳 まで樺太 に居住 して いた。寄 生臓 器 は 肝臓 、肺(手 術 で確 認)。

その後 の経過 に つ いて は不明 。著者 所属:北 海 道大 学 医学 部第 一 外科 〕

627)滝 上道子 伽 名:エ ヒノコッカス症患者に於ける長期間の臨床検査成績に

関 す る検 討 、衛 生検 査27,353,1978.〔 性別 、年 齢 、職 業 、在 住地不 明 。

樺太 に居住 した ことが あ る。寄 生臓 器 は肝 臓(生 検 で 確認)。 そ の後 の経 過

に ついて も不 明。著 者所 属:石 川 島播 磨重 工健 保病 院 〕

28)子 宅映 士 他5名:Cholangiomaと 鑑 別の 困難 で あ った肝 エ ヒノ コ ッカ ス症

の1症 例 、肝 臓20,756,1979.〔 男 性 、48歳(年 代 不 明、 生存 時)、 職 業

不 明 、東京 都在住(?)。 北海 道小 樽市 生 まれ で 、礼文 島 へ行 った ことが あ る。

寄 生臓 器 は肝臓(生 検 で確認)。 そ の後 の経過 につ いて は不 明。 著者 所属:

虎 の 門病院 消化器 科〕

29)松 本 一仁 他2名:青 森県 に発生 した多房 性 肝包 虫症 の1剖 検例 、 弘前 医学

31,368-369,1979.〔 原著31の 症 例 のそ の後 の経 過 につ いて記載 。10年 後 の

44歳 時 に死 亡 して い る。寄 生臓 器 は肝臓 、肺 、骨 髄 、 リンパ 節(剖 検で 確 認)。

C瀦 所属:弘 前大学医学部第一病理学教室〕
30)乳 井 誠悦 他9名:肺 エ ヒノコ ッカ ス症 の1治 験 例 、 日本胸 部疾 患学 会 雑 誌

17,815,1979.〔 女性 、55歳(年 代 不 明、 生存 時)、 主 婦 、北海 道 在住(?)。

寄 生臓 器 は肺(手 術 で確認)。 そ の後 の経 過 につ いて は不 明。 著者 所属:札

幌 医科大学 胸部 外科 〕

31)吉 川隆志 他6名:肺 包 虫症 の1例 、 日本胸 部 疾患 学会 雑誌17,815,1979.

〔女性 、40歳(1978年 生存時)、 主 婦(?)、 北 海道 標津 郡 中標津 町 在住 。36

歳 の 頃 に肝 多包 虫症 と診断 されて いたが、 切除 不能 で4年 後 に肺 転 移が 認 め

られ た。寄 生臓 器 は肝 臓、肺(放 射 線 診断 で確 認)。 その後 の経 過 につ いて

は不明 。 著者所 属:北 海道大 学医学 部 第一 内科 〕

32)神 部誠 一 他2名:胃 癌症 例 に偶 然発 見 され た肝 エ キ ノコ ック ス嚢 胞 、交通
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医学34,159,1980.〔 男性 、54歳(1979年 死 亡 時)、 国鉄職 員、大 阪府 在

住(?)。 出身 地 は京 都府 で 、北海 道、 東北 地方 また は海外 へ旅 行 した ことは

な い。 寄生 臓 器 は肝 臓(剖 検 で確 認)。 著 者所属:大 阪鉄 道病 院 中央検 査室 〕。

33)渡 辺 正 夫 他6名:Echinococcus症 の1例 、 日本 内科 学会 雑誌69.613,

1980.〔 女性 、44歳(年 代不 明 、生存 時)、 主婦(?)、 北 海道 タ張 市在 住。

寄 生 臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。 その 後の経 過 につ いて は不明 。著 者所 属:

北海 道 大 学 医学 部第 二内 科〕

34)辛 島 仁 他6名:肝 エキ ノコ ッ クス症の1例 、 日本消 化 器病学 会 雑誌78,

2059,1981.〔 女性 、36歳(1980年 生 存時)、 主 婦(?)、 東 京 都在住(?)。

北海 道 タ張 市 出身 で あ る。寄 生臓 器 は肝 臓(放 射 線診 断 と血清診 断 で確 認)。

34歳 の頃 か ら肝腫 大 を認 め てい た。そ の後 の経過 に つ いて は不 明。 著者 所属:

東京 慈 恵会 医科 大 学第1内 科 〕

35)稲 葉 允 他1名:総 肝管狭窄 を伴い黄疸が反復 した肝多房性包虫症の1例 、 ・諭

日本 内 科学 会雑 誌70,776-777,1981.〔 男性 、41歳(1980年 生存 時)、 小

学 校 教 員 、神奈 川 県足 柄下 郡箱 根町在 住 。18歳 まで北海 道根室 市 に居 住 して

いた。 寄生 臓器 は肝臓(手 術 で確認)。39歳 の頃 に胆石 症の疑 いで、手 術 を

受 け て いるが 、結 石 を認 めて い ない。 その後 の経過 につ いて は不 明。著 者所

属:東 海大 学 医学 部第 三 内科 〕

36)佐 藤 裕 二 他7名:小 児 多包性 肝包 虫症 の臨 床的検 討 、 日本小 児外 科学 会雑

誌17,467,1981.〔 第1例:原 著21の 症例 のそ の後 の経 過 につ いて記 載。

3年 後 に10歳 で死 亡 して い る。第2例:男 性 、15歳(1975年 生存 時)、 北海

道在 住(?)。 寄 生 臓器 は肝 臓(手 術 で確 認)。10歳 の 頃 に血 清診断 で 陽性 と

判定 され て いた 。そ の後 の経過 につ いては不 明。 第3例:男 性 、13歳(1976

年生 存 時)、 北 海 道在 住(?)。 寄生臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。ll歳 の頃に

血清 診 断 で陽性 と判定 されて い た。 そ の後の 経過 に つ いて は不明 。第4例:

女性 、15歳(1980年 生 存 時)、 北海道 在 住(?)。 寄生 臓器 は肝 臓(手 術 で確

認)。 その 後 の経 過 につ いて は不明 。著 者所属:北 海 道 大学 医学 部第1外 科〕

37)遠 藤 尚 暢 他4名:脊 髄 に も病 巣 をつ くって いたエ ヒノコ ツ コー シ スの1例 、

東北 整 災外 紀25,ll3,1982.〔 性 別 、年齢 、職 業 、在 住地 不 明。寄 生 臓器

は肝 臓 ・脊 髄(剖 検 で確 認)。 初 めて 肝包 虫症 と診断 され て か ら30年 以上が

経 過 して い る と記 載 され て い る。著者所 属:仙 台市 立病 院 整形 外科 〕

38)岡 井 高 他15名:腹 部 超 音波検 査が 診断 の契機 とな っ た多房 性肝 エ キ ノコ

ツカ ス症 の1切 除 例 、 日本消 化器病 学 会雑誌80,1561,1983.〔 男性 、64

歳(1982年 生存 時)、 漁 業、 石川 県在 住。25～55歳 の問 に カ ムチ ャッカ、 千
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島 、北 海 道東 部 に居 住 して いた。 寄生 臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。63歳 の頃

か ら肝 腫 大 を認 め て いた。 そ の後 の経 過 に つい ては 不明 。著者所 属:公 立宇

出 津総 合病 院 内 科〕

39)笹 川 裕 他5名:肝 石灰 化像 に よ り見 出 され た若年 者肝 エ ビノコ ック ス症

に つ いて 、 日本 消化 器病 学 会 雑誌80,1090,蓋983.〔 男性 、19歳(1982年

生 存時)、 職 業 不明 、北 海 道在 住(?)。 寄 生臓 器 は肝 臓(放 射 線診 断 と血清

診 断 で確 認)。 腹 部 単純 写 真 で偶 然 に石灰 化 像が 発見 されて い る。 その 後の

経 過 に つ いて は不明 。著 者所 属:札 幌 医科 大学 第4内 科 〕

40)関 口定 美 他6名:肝 エ ヒノコ ック ス症 の病 態 と治 療 自験 例 の検 討 、 日本

臨 床 外科 医学 会 雑誌44,121,1983.〔5症 例 が記 載 され て い るが、内3例

は原 著40と 同 一症 例 で あ る。第1例:女 性 、44歳(年 代不 明 、生存 時)、 主

婦(?)、 北 海道 上 川郡 東 神楽 町 在 住。寄 生臓 器 は肝 臓(手 術 で確認)。 その

後 の 経過 につ い ては不 明 。第2例:女 性 、52歳(年 代 不明 、生 存時)、 主婦

(?)、 北 海 道野 付 郡別 海 町在 住 。寄 生臓 器 は肝 臓(手 術 で確 認)。 その 後の

経 過 に つ いて は不 明 。著 者所 属:旭 川医 科大 学 第2外 科 〕

41)赤 井 裕輝 他ll名:千 島 にて 感染 した と考 え られ る肝 エ ヒノコ ック ス症 の1

例 、 日本消 化器 病 学会 雑 誌81,143,1984.〔 男性 、61歳(1980年 生存 時)、

職 業 不 明 、宮城 県 在住(?)。 戦 時中 は北 千島 松輪 島 に 出征 してい た。寄 生臓

器 は肝臓(手 術 で 確認)。56歳 の頃 か ら肝腫 大 を認 め て いた。 その 後の 経過

に つ いて は不明 。 著者 所属:東 北 大学 医学 部 第3内 科 〕

42)佐 藤 泰 治 他9名:肝 エ ヒ ノコ ック ス症 の1例 、 日本 消 化器 病学 会雑 誌81,

345,1984.〔 女 性 、50歳(年 代 不 明、生 存 時)、 主 婦(?)、 神奈 川県 在 住

(?)。 北 海 道 出身 で 、酪 農 に従事 して いた。寄 生 臓器 は肝 臓(手 術 で確 認)。

その 後 の経 過 につ いて は不明 。著 者所 属:聖 マ リアンナ医 科大学 第1外 科 〕

43)佐 治 裕 他7名:Budd-chiari症 候 群 を きた した肝 エ ビノコ ックス症 の1

例 、 日本 消 化器 病学 会 雑誌81,1525,1984.〔 女 性、26歳(1983年 死亡 時)、

主 婦(?)、 北 海 道在 住(?)。 寄 生 臓器 は肝 臓(手 術 で確認)。17歳 の 頃 に多

包 虫症 で肝 切除 術 を受 け て いたが 、再 発 し、再 び 肝切 除術 を受 け たが、死 亡

した。著 者所属:北 海 道大 学 医学 部第1外 科 〕

44)高 橋 昌宏 他9名:血 清 反応 が陰 性 であ った肝 包 虫症 の1例 、 日本 臨床外 科

医 学 会 雑誌45,785,1984.〔 女 性 、58歳(年 代 不明 、生 存時)、 主婦(?)、

北 海 道 在 住(?)。 北 海道 礼文郡 礼 文町 に居 住 した ことが あ る。寄生臓 器 は肝

臓(手 術 で確 認)。 その 後の経 過 に つ いては不 明 。著 者所 属:北 海 道大学 医

学 部 第1外 科 〕

「
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総説

1)山 下次 郎:我 が国 に 於 け る包 虫症 に関 す る研究 、寄生 虫学 雑 誌8 ,325-345,

1959.〔1928～1956年 まで 人多 包 虫症例 を集 計 して い る。著 者所 属:北 海 道

大学 獣 医学 部家 畜 寄生 虫 病学 教 室 〕

2)山 田淳一一:多 房 性 肝包 虫症 の臨 床 、北 海 道外 科雑 誌7,1-11,1963 .〔1963

年 まで に礼文 島 で発 生 した多 包 虫症75例 につ いて性 別 、年 齢 、寄 生臓 器 な ど

を集 計 して い る。著 者所 属:北 海 道大 学 医学部 第1外 科 〕

3)安 保 寿:根 室 の多 包性 エ ヒノコ ック スにつ いて 、北海 道 医学 雑 誌40
,343

-348
,1965.〔 北 海 道根 室 市 と関係の あ る多包 虫症6例 に つ いて記 載 して い

る。 その 内3例 は原 著21,23と 同 一症例 で あ る。第1例:男 性 、74歳(年 代

不 明 、生存 時)、 商業 、北 海道 根室 市在 住 。南千 島色 丹 島 に居 住 して い た。

寄生 臓 器 は肝臓(?)。 その後 の 経過 に つ いては不 明。 第2例:男 性 、22歳(

年代 不 明、 生存 時)、 学生 、北海 道根 室 市在住 。南 千島 国後 島 に居 住 して い

た 。寄生 臓器 は肝臓(?)。 その後 の経 過 につ いて は不 明 。第3例:女 性 、42

歳(年 代 不 明、 死亡 時)、 北 海道 根室 市在 住。 南千 島国後 島 に居 住 して い た。

寄 生臓 器 は肝 臓(?)。 著者 所属:北 海 道立 衛生 研究所 〕

4)葛 西洋 一 他5名:Alveolarechinococcosisoftheliver.Studieson

600peratedcases.AnnalsofSurgeryl91,145-152,1980.〔 多包 虫症

60例 につ いて の外 科 的治 療 に つ いて記載 されて い る。著者 所属:北 海道 大学

医学 部 第一 外科 〕

5)葛 西 洋一 他4名:多 包性 肺包 虫症 、臨 床胸 部外 科3,479-487 ,1983.〔4

症例 が記 載 され て い る もの の、 詳述 例 は1例 の みで あ る。 男性 、47歳(1977

年生 存 時)、 農 業 、北 海道 野 付郡 別海 町 在住 。出 身地 は樺 太 で18年 間居 住 し

て いた(1929-1947)。 寄生 臓 器 は肝臓 、肺(手 術 で確認)。44歳 の頃 に 血清

診断 で陽性 と判定 され て い た。1983年 現在 で生 存 して い る。〕

6)並 木 正義 他1名:多 包 性 肝 エ キ ノコ ック ス症 の画 像診断 、画 像 診断5,741

-747
,1985.〔8症 例 が記 載 され て お り、年齢 、性 別 が分 か るが 、発生年代

や 在 住地 な どは不 明 で あ る。 著者 所属:旭 川医 科大学 第3内 科 〕

の

」

その他

1)安 保 寿 他2名:礼 文島 に於 け るエ ヒノコ ツク ス症の 調 査成績(第1報)、

北 海 道 立衛 生研 究所 報1,59,1951.〔1950年 に行 な った礼 文 島 の住 民検 診

で発 見 され た16名 の肝 腫 大 を認 め る者 につ いて記載 されて い る。 著者 所属:

北 海道 立衛 生 研究 所 〕
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2)中 村 豊 他9名:礼 文 島 に於 け る 「エ ヒノコ ック ス」 症 に就 て(調 査成 績

第2報)・ 北 海道 立衛 生 研究 所報2,20,1951.〔1951年 に 行な った礼 文 島

の住民検 診で 発見 され た12名 の肝 多 包 虫症 疑 患者 に つ いて記載 され て い る。

著者所 属:北 海道 立衛 生研 究所 〕

3)安 保 寿 他3名:礼 文島 の地 方 的寄 生 虫病"多 房性 エ ヒノコ ックス症"に

つ いて ・北 海道 立衛 生研 究所 報(特 報4)1954 .〔1954年 時点 で確定 診断

された礼文 島関 係の 肝多 包 虫症患 者25名 につ いて 、島内 での地 理的 分布 な ど

が記載 されて い る。 〕

4)安 保 寿 他3名:礼 文島 にお け る多 房性 包 虫症(エ ヒノコ ック ス症)の 調

査研究 報告書 病 理編1.多 房性 包 虫症 肝 の病理 組織 学的検 索 、(45-50頁)

北海道衛 生部1956.〔21症 例 が記 載 され て い るが、内12例 は原著3,5,6,

11,14,16,学 会報 告1と 同 一例 。 第1例:女 性 、40歳(1948年 生 存 時) 、

主婦(?)、 北 海道 礼 文郡 船泊 村在 住 。寄 生臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。29歳0

の頃 か ら右季 肋部 の腫 瘍 を認 め て いた 。そ の後の経 過 につ いて は不明 。第2

例:男 性 、34歳(1949年 生存 時)、 職業 不明 、北海 道礼 文郡船 泊村 在 住。寄

生臓 器 は肝臓(手 術 で確 認)。 切除術 を受 けたが 、1952年 に再発 して いる。

第3例:女 性 、41歳(1949年 生存 時)、 主婦(?)、 北海 道礼 文郡在 住 。寄 生

臓 器 は肝 臓(手 術 で確 認)。 その後 の 経過 につ いて は不 明。 第4例:女 性 、

42歳(1951年 死 亡時)、 主婦(?)、 北 海道 在住(?)。 寄 生臓 器 は肝臓(剖 検

で確認)。 本症例 は海岸 に漂 着 した溺死 体 で 、法医 解剖 に よ り多 包 虫症 が確

認 され、北 海道礼 文郡 出 身者 で あ る ことが わ か った例 であ る。第5例:男 性 、

53歳(1951年 生 存時)、 職業 不 明、北 海 道礼 文郡 香深 村在 住 。寄生 臓 器 は肝

臓(手 術 で確認)。49歳 の頃 か ら右上 腹部 に腫瘤 を認 め て いた。 そ の後 の経

過 について は不 明。第6例:女 性 、44歳(1955年 死亡 時)、 主 婦(?)、 北 海

道札幌 市在住 。26歳 の 頃 か ら約5年 間 、 中千 島で 養狐業 に従 事 して い た。 寄

生臓器 は肝臓 、肺 、 リンパ 節(剖 検 で 確認)。 第7例:男 性 、62歳(1953年

死亡時)、 職業不 明、北 海道 美 唄市 在住 。 青森 県 中津軽 郡出 身 で、20歳 の 頃

にカ ムチ ャッカ方 面へ漁 業 に出 掛 けて お り、 その後 、樺 太 に も居 住 して い た。

寄 生臓 器 は肝臓(剖 検 で確認)。60歳 の 頃 に黄痘 が出現 して いた。 第8例:

男 性 、36歳(1955年 生存 時)、 職 業不 明 、北 海道 余市 郡在 住 。寄 生 臓器 は肝

臓(手 術 で確 認)。 その後の 経過 に つ いて は不 明。 第9例:男 性 、22歳(

1956年 生存 時)、 職業 不明 、北海道 在 住 。終 戦後 引 き揚げ る まで南 千 島 国後

島 に居住 して いた。寄 生臓器 は肝臓(手 術 で確 認)。20歳 の 頃 に肝 炎 と診断

され た こ とが ある。 その後 の経過 に つ いては不 明 。著者 所属:北 海 道 大学 医
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学 部第 二 病 理 学教 室 〕

5)順 天堂 大 学 医学 部 第 一外 科 教室 ・病 理学 教室:肝 エ ヒノコ ック ス症 と慢 性 胆

嚢 炎 、外 科 診療5,954-963,1963.〔 男 性 、40歳(1962年 死 亡 時)、 職 業不

明 、東 京 都在 住(?)。 戦 時 中 は青 森 県 むつ市 大湊 に召集 され、千 島 へ出 征 し

て い た(1944-1945)。 寄生 臓 器 は肝臓 、 肺(剖 検 で確認)〕

6)熊 谷 満 他10名:礼 文 島 に おけ るエ ヒノコ ックス症 に関す る調 査研 究 報告

一 昭和42年 、43年 度 検 診成 績 一、 北 海道立 衛 生研究 所報19,54-65,1969.

〔1967,1968年 度 に礼文 島 で 実施 した検診 の記録 。2年 間 で重 複者 を除 き、

19名 の患 者 が 受診 して い る。 免疫学 的方 法 に よ る診断 結果 が一 覧表 に まとめ

て あ る。著 者所 属:北 海 道 立衛 生 研究所 〕

7)礼 文 町役 場:奇 病 エ ヒノ コ ック ス、 礼 文町 史593。607頁 、1972.〔1937～

1970年 までの礼 文 島 に おけ る多包 虫症患 者発生 数 が年度順 に記載 され て いる〕

8)熊 谷 満 他4名:多 包 虫症 の免 疫学 的研 究 免疫血 清学 的方 法 に よ る早期

診 断 に つ いて 、北海 道 立衛 生 研究 所報24,15-22,1974.〔4症 例 の免 疫学

的 診断 の 結果 と臨床 的 な経 過 につ いて記載 され て い る。著者 所属:北 海 道立

衛 生研 究 所 〕

9)北 海道 釧 根 ブ ロ ック保 健所:エ ヒノコ ックス症 予防対 策史(北 海道 東部 地域)、

1975.〔 北海 道釧 路 市 、釧 路 村、 厚岸 町 、浜 中 町、標 茶町 、弟 子屈 町 、別海

町 、中 標 津町 、標 津 町 、羅 臼町、根 室 市で1965～1974年 まで に実施 され た健

康 診断 の結 果 に つ いて記 載 さ れて い る〕

10)兵 藤 矩夫:北 海 道 の エ キ ノコ ック ス症 疫 学 とそ の対策 、公 衆衛 生48 ,890-

895.〔 北 海道 にお け る1984年 まで の多包 虫症 患者 発生 数 を集計 し、総 数 は

礼文 島131名 、釧路 ・根室 地 域71名 、 その他18名 、合計220名 で あ る。 職業

別 の 患者 発生 頻 度 は釧 路 ・根 室地 壊 で は漁 業 ・水産 業や 農業(酪 農)が 高 い。

著 者 所属:北 海 道立 衛生 研 究 所〕
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